（自治基本条例市民検討チーム）第７回準備会　会議の概要
	日　　時　　　　　　　平成１８年３月９日（木）午後６時　～　８時３０分

	場　　所　　　　　　　市役所本庁舎　２階　　２０１会議室

	出 席 者：（敬称略、姓のみ）荒井、植木、春日、幸道、国友、小泉、児島、宅見、橋爪、平井、増田、松山、柳下　　　欠 席 者：なし

議事進行記録担当：（司会）橋爪、（司会補佐）幸道、（記録）国友

事務局：征矢、木村　　　傍聴者：大窪

	会 議 の 概 要

１　第６回準備会の概要報告については、次回、第７回とまとめて行うこと。
２　アンケート結果報告

　・前回検討した内容にて３月１５日に宅見氏が概要を報告する。

・報告に際しては、記入者は記入しないで内容集約した文書を配布する。
・各人が書かれた生の文書の配布については、氏名をはずしたものとするかどうか全体会議に諮る。

３　３月１５日の全体会議への提案内容

・鎌倉市が自治条例制定に向けての考え方並びに自治についての考え方を説明する。

その中に、市長が議会で説明した内容、すなわちこの自治基本条例市民検討の市民会議の位置付けを織り込み報告する。内容は市に一任する。

・準備会の活動内容は、会議の概要をベースに検討事項、主要な論点を説明する。
・添付資料、会議の概要：第５－第７回会議の概要を添付する
　　　　　アンケート：内容をダイジェストした文書を配布する。生データは当日配布しない。
　　　　　大まかな概要提案：増田、幸道案の２案をまとめ提案する。２人のほか４人が参画し、１５日までにまとめ、当日たたき台として提示する。

・大まかな概要については、準備会としてのたたき台、すなわち素案を提案し、全体会議で議論の素材とする。（計画の概要、運営の流れ、体制、組織、グループ、検討すべき課題、おおまかなスケジュール等）

４　主要な論点

・準備会は４月または５月まで、後は全体会議で選出される運営委員会に引き継ぐ。

・分科会または小委員会のようなものをつくり、そこで、議論していくことを明示する。

これからの運営方法に関しても分科会などで議論し、方法論を確立すべきとの意見もあり。
・市職員との協業のやり方、位置付け等どういう形でどの時点で入ってもらうか検討する。

・今後の進め方について、増田案と幸道案が発表され、この２案を軸に討議を行ったが、類似の部分も多く２案をベースにたたき台となる素案を作り、全体会議に提案すること。
・分科会のようなものを作っても、メンバーは自由に移動できる方がよいとか、組織に弾力性をもたせるべきとか、スケジ―ルにも柔軟性をもたせようという意見等々あり。

５　4月以降の大まかなスケジュール

　　意向調査の結果より、都合悪い方が一番少ないのは木曜日の夜であるため、4月の全体会は13日又は20日で会場の取れる日にすることになった。

	特 記 事 項

１　3月15日全体会の議事進行記録担当は、これまでの輪番で、宅見、平井、増田とする。

２　次回第8回準備会の開催

日時・場所：平成１８年３月２３日（木）午後６時～８時　市役所本庁舎　２０１会議室

議事進行記録担当：松山、柳下、荒井


